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行
政
の
う
ご
き

　

鉾
田
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
の
「
鉾
田
市

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」を
策
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
11
月
６
日
、

15
人
の
委
員
で
構
成
す
る
、
鉾
田
市
男

女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
会
が
発
足

し
、
市
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

う
え
で
当
市
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き

施
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

委
員
長

坂
爪　
　

衛

副
委
員
長

大
槻
た
み
子

　
　
　

江
沼　

久
男

　
　
　

酒
井　

英
一

　
　
　

大
和
田
み
よ

　
　
　

小
村　

俊
雄

　
　
　

勢
司　

秀
子

　
　
　

塙　
　

糸
子

　
　
　

冨
田　

睦
美

　
　
　

櫻
井
美
津
江

　
　
　

小
森　

俊
秀

　
　
　

石
山
ち
い
子

　
　
　

小
沼　

悦
郎

　
　
　

吉
田
亜
里
子

　
　
　

関
谷　

政
治

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　

大
内　

京
子

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
す
る
う
え

で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
提
言
を
い
た
だ

く
た
め
の
意
識
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

対
象
は
、
市
内

在
住
の
満
20
歳
以

上
２
千
人
の
方
と

な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た

方
は
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

（
詳
細
は
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

新
年
度
予
算
の
編
成
時
期
を
迎
え
、

鉾
田
市
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
「
国
道

３
５
４
号
整
備
促
進
協
議
会
」と
「
百
里

飛
行
場
関
連
道
路
整
備
促
進
協
議
会
」

が
橋
本
知
事
に
工
事
の
予
算
確
保
と
早

期
完
成
に
む
け
た
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
「
国
道
３
５
４
号
整
備
促
進
協
議
会
」

（
会
長　

中
川
土
浦
市
長
）は
、
鉾
田
市

か
ら
古
河
市
に
至
る
延
長
１
１
４
㎞
の

沿
線
10
市
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉾
田
市
内
に
お
い
て
は
、
現
在
、
大

蔵
地
区
で
の
道
路
拡
幅
工
事
と
、
北
浦

を
渡
る
鹿
行
大
橋
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
道
路
渋
滞
の
解
消
や
茨
城
県

の
内
陸
部
と
海
岸
部
の
交
流
に
寄
与
す

る
路
線
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
百
里
飛
行
場
の
あ
る
小
美
玉

市
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
５
市
町
で
構
成

す
る
「
百
里
飛
行
場
関
連
道
路
整
備
促
進

協
議
会
」（
会
長　

島
田
小
美
玉
市
長
）で

は
、
百
里
飛
行
場
の
開
港
に
あ
わ
せ
た
、

各
市
町
と
飛
行
場
と
を
結
ぶ
路
線
の
整

備
に
つ
い
て
要
望
を
し
ま
し
た
。
鉾
田

市
内
で
は
、（
仮
称
）茨
城
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
飛
行
場
間
の
2.8
㎞
（
紅

葉
石
岡
線
）と
（
仮
称
）鉾
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
飛
行
場
間
の
10
㎞
（
小

川
鉾
田
線
）が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広報ほこた2006.12

2

▲

委
嘱
状
交
付（
第
１
回
会
議
か
ら
）

▲
  

意
識
調
査
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
協
議
（
11
月
20
日
第
２
回

会
議
か
ら
）

▲国道354号整備促進協議会要望の様子
（11月27日茨城県庁）

主
要
道
路
の
早
期
整
備
を
要
望
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行
政
の
う
ご
き

市養豚組合設立総会
市町村助役・収入役等会議
市町村助役・収入役等合同自治研究会
鹿行青少年問題協議会
市男女共同参画計画策定委員会
市民憲章等制定委員会
鉾田市総合計画策定委員会
国民健康保険運営協議会
鹿行広域事務組合管理者会
県公園緑地推進協議会要望活動
鹿島鉄道対策協議会
百里基地騒音対策協議会
百里基地騒音特別委員会
市交通対策協議会
市民憲章等制定委員会
ほこたマラソン
国道354号整備促進協議会要望活動
百里飛行場関連道路整備促進協議
会要望活動
定例記者会見
茨城県高速道路ネットワーク実現大会

１
２

6
8
9
13

14
19
21
22

26
27

28
29

（部会構成について）
基本構想策定委員会では４つの部会を構成しています。
　●現状調査部会　市内の施設や市の財政状況を調査し策定作業に反映する
　●意向調査部会　市民の意見を聴くための調査を行う
　●施設調査部会　他市町村の施設の運営状況などを調査する
　●広報部会　　　基本構想策定の進捗状況などについて市民にお知らせする

3

広報ほこた2006.12

市民 市長 朝市トークと の

１／９ 市役所　２／５ 大洋支所　３／５ 旭支所
（４月以降の日程は順次お知らせいたします）

日時　毎月第１月曜日（月曜日が休みの場合翌日）８：15～９：15
会場　市役所・各支所のロビー

　10月29日に鹿嶋市で開かれた茨城県消防ポンプ
操法競技大会鹿行地区大会で、旭消防団から出場し
た子生分団と飯田分団が入賞しました。

（ポンプ車の部）

１　位　行方市消防団
２　位　旭消防団（子生分団）
３　位　潮来市消防団
敢闘賞　鉾田消防団（田中分団）
　〃　　鹿嶋市消防団
　〃　　神栖市消防団

（小型ポンプの部）

１　位　潮来市消防団
２　位　行方市消防団
３　位　旭消防団（飯田分団）
敢闘賞　鉾田消防団（塔ヶ崎分団）
　〃　　神栖市消防団
　〃　　大洋消防団（第８分団）
　〃　　鹿嶋市消防団

　鉾田市では、1月から「市民と市長の朝市トーク」を実施
いたします。
　市長が地域に出向き、市民のみなさんと直接お話しする
ことで、市政への関心を深めていただくこと、また、みな
さんの意見を市政に反映していくことを目的として開催し
ます。

当面の
日程

　

文
化
複
合
施
設
基
本
構
想
策
定
委
員
会
で
は
、
11

月
17
日
に
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
と
玉
里
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
運
営
状
況
や
稼
動
の
状
況
に
つ
い
て

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
実
際
に
稼
動
し
て
い
る
施
設
を
見
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
に
必
要
な
も
の
、
ま
た
想
定

さ
れ
る
問
題
点
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
委
員
会

の
中
で
構
成
さ
れ
る
「
施
設
調
査
部
会
」が
中
心
と

な
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。▼

施
設
管
理
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
、
利
用
状
況
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

運
営
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た

文
化
複
合
施
設
基
本
構
想
策
定
委
員
会

で
２
か
所
の
ホ
ー
ル
を
視
察

※

―消防ポンプ操法競技大会―

市の動静（11月）

▲
  

選
手
た
ち
は
数
か
月
に
わ
た
る

練
習
の
成
果
を
披
露

　

 

ポ
ン
プ
車
の
部
は
雨
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た（
子
生
分
団
）

▲
  

緊
張
が
高
ま
る
競
技
前（
飯
田
分
団
）

旭消防団が２部門に入賞

１
月
か
ら
市
役
所
・
各
総
合
支
所
・
福
祉
事
務
所
・
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
業
務
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

変
更
後　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　

※
図
書
館
・
公
民
館
・
総
合
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
ご
み
受
付
時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報ほこた2006.12
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　平成19・20年度鉾田市一般競争
（指名競争）入札参加資格審査申請書
の受付を右記のとおり行います。

● 入札参加を希望する方へ
業　　種　　建設工事　測量・建設コンサルタント　物品製造等
受付期間　　Ｈ19．２．１（木）～28（水）　※土日祝祭日を除く
書類提出　　持参または郵送
有効期間　　Ｈ19．６．１～Ｈ21．５．31

● 小規模工事等契約希望者登録について
登録条件　・ 市内に主たる事業所を有する法人、または個人で建設業を営

んでいる。
　　　　　・ 建設工事に係る入札参加資格申請書を提出していない。
　　　　　・希望業種の履行に必要な資格を有している。
　　　　　・市税を滞納していない。
　　　　　・ 法人にあっては鉾田市法人市民税課税台帳に登録されている。
　　　　　・成年被後見人、被保佐人または被補助人でない。
受付期間　　Ｈ19．２．１（木）～28（水）　※土日祝祭日を除く
書類提出　　持参のみ
有効期間　　Ｈ19．６．１～Ｈ21．５．31

　　　　　　※名簿への登録は契約を約束するものではありません。

財政課契約検査係
詳細については鉾田市ホームページ
でもごらんになれます。

問・書類提出先

　この制度は市に入札参加資格申請
書（指名願）を提出していない方々を
対象に、市が発注する軽易な小規模
工事等の受注機会を拡大するために
行うものです。

■あなたの所得税と住民税が変わります
　県や市町村の財源を増やすことで、より身近な行政サービスを行えるようにするため、国の所得税を減
らす代わりに、県や市町村の住民税を増やす「税源移譲」が、平成19年から行われます。

何
が
変
わ
る
？

税率が変わります。住民税は、３段階から一律10％になります。

５％
10％ 一律10％

13％
＜住民税の税率＞

（県民税４％、市民税６％）
※所得税は、4段階から6段階
　になります。

①税源移譲の前後で税負担は基本的には変わりません。所得税が減る分だけ、住民税が増えます。

＜夫婦＋子供2人の場合の1年間の税額（例）＞

＜サラリーマンの方の税額の変化（イメージ）＞

②所得税の減額と住民税の増額の時期にはズレがあります。

　例えば、サラリーマンの方の場合、平成19年1月から所得税が減り、平成19年6月から住民税が増えます。

注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
？

300万円

500万円

700万円

0円

119,000円

263,000円

9,000円

76,000円

196,000円

9,000円

195,000円

459,000円

所得税

所得税

住民税

給与所得 住民税 合　計

0円

59,500円

165,500円

9,000円

135,500円

293,500円

9,000円

195,000円

459,000円

所得税 住民税 合　計

0円

0円

0円

負担増減
（
税
源
移
譲
前
）

（
税
源
移
譲
後
）

平成18年11月 平成19年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月12月

なお、定率減税の廃止や、個人の収入の増減など、別の要因により、実際の負担額は変わります。
詳細は http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/soumu/zeimu/zeigennijou/index.html

税務課　☎33－2111（内線1183・1184）問

財政課からのお知らせ
財政課　☎33-2111（内線1231）

（発注される工事）内容が軽易で履行の確保が容易な小規模工
事等で1件あたり130万円未満の工事
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

外国人研修生・実習生を受け入れる農家の皆さまへ
ー国民健康保険・国民年金の加入届・喪失届を忘れずにー

　外国人研修生や実習生の方も、国民健康保険や国民年金に関する手続
きが必要となります。研修生や実習生を受け入れる農家の方は、外国人
登録の際や、研修生・実習生が帰国する際には、加入・喪失の手続きを
忘れないようにしてください。

国民健康保険の加入・喪失国民健康保険の加入・喪失国民健康保険の加入・喪失
●入国当初の在留期間に応じて、国民健康保険の加入時期が異なります。
　在留期間が 1年以上の方は、入国日から国民健康保険に加入することになります。
また、在留期間が６か月の方は、次回以降の更新時に１年以上の在留期間となったときに、国民健康保険に
加入することになります。

●所得の申告
　国民健康保険税を算出する上で、国保に加入する
実習生または研修生の所得を申告していただく必要
があります。申告を行わない場合は、国民健康保険
税の軽減対象にはなりません。

●研修生・実習生が帰国する場合

●手続きに必要なもの

　研修生・実習生が帰国する場合は、国民健康保険
喪失届を提出してください。
　喪失届が提出されない場合、研修生・実習生が帰
国しても引き続き国民健康保険税が課税されたまま
になります。喪失届を提出しないで帰国した場合は、
受け入れ農家の方が届出をしてください。

入国
在留期間 １年 国保加入

入国
在留期間 ６か月 在留期間 ６か月 在留期間 １年 国保加入

更新 更新

加
入

●外国人登録証明書
●研修生・実習生の印鑑
　（持っていない場合は結構です）
　※必ず研修生・実習生と一緒に来庁して
　　ください。

喪
失

●被保険者証（研修生・実習生）
●研修生・実習生の印鑑
　（帰国している場合は受け入れ農家の印鑑）
　※出国年月日がわかるようにしてくだ
　　さい。

国民年金の加入・喪失国民年金の加入・喪失国民年金の加入・喪失
●国民年金の加入
　外国人研修生・実習生で 20歳以上の方は、入国した時点で国民年金に加入する義務があります。

●国民年金保険料の免除申請
　国民年金加入者は、保険料を納付することになっていますが、保険料の免除申請をしていただき該当すれ
ば保険料は免除されます。

●所得の申告
　入国した翌年の１月１日現在、市内に在住している研修生・実習生の方は，所得の申告が必要になります。
申告をしない場合、保険料の免除が受けられなくなります。

●研修生・実習生が帰国する場合
　研修生・実習生が帰国する場合は、国民年金喪失届を提出してください。届出をしないで帰国した場合は、
受け入れ農家の方が届出をしてください。出国年月日がわからないと手続きできませんのでご注意ください。

●手続きに必要なもの
　外国人登録証明書（必ず研修生・実習生と一緒に来庁してください。）

■　鉾田市役所　　保険年金課　☎33-2111（内線1121～ 1124）
　　　　　　旭支所　　　　福祉保険課　☎37-4346　　大洋支所　　　福祉保険課　☎39-3315
問・手続先

広報ほこた2006.12
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国民健康保険特別会計
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老人保健特別会計
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2,876,850
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223,384
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223,221

収入割合 支出割合

（平成18年４月１日～９月30日）
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平成18年度上半期　　鉾田市財政状況　鉾田市財政状況 鉾田市告示173号
平成18年11月21日

特別会計

項　　目 金　　額

出えん金 150,604,000 

出資金 21,226,000 

株券 62,810,000 

寄託金 8,701,000

合　計 243,341,000

出資による権利　（単位：円） 基金　　　　　　　（単位：円）
項　　目 金　　額

一般公共債 547,455 

一般単独債 6,414,857 

義務教育施設債 685,428 

一般廃棄物処理債 2,198,210 

災害復旧債 1,719 

厚生福祉施設債 3,771 

減税補てん債 958,179 

県貸付金 270,129 

臨時税収補てん債 177,036 

臨時財政対策債 3,779,613 

上水道出資債 4,269,145 

農業集落排水事業債 338,402 

合　計 19,643,944

市債の現在髙　　（単位：千円）
項　　目 金　　額

財政調整基金 463,374,538 

減債基金 163,156,449 

公共施設整備基金 67,858,932 

ふるさと創生事業基金 687,581,689 

地域振興基金 204,860,637 

地域福祉基金 7,614,171 

地域づくり基金 1,038,175,414 

スカイタウン団地施設基金 28,668,705 

生涯学習施設基金 4,642,813 

土地開発基金 239,267,402 

石上福祉資金貸付基金 2,936,965 

国民健康保険支払準備基金 130,439,326 

高額療養費貸付基金 1,171,338 

介護給付費準備基金 23,099,523 

合　計 3,062,847,902

土　　地 地　　積

本庁舎 8,417.89 

支所庁舎 13,253.91 

学校 453,733.18 

公営住宅 24,562.63 

公園 62,905.89 

その他の施設 655,049.29 

宅地 18,360.53 

田・畑 2,497.00 

山林 279,894.00 

その他の用地 158,921.73 

合　計 1,677,596.05

建　　物 延面積

本庁舎 3,976.50 

支所庁舎 4,320.88 

学校 88,037.00 

公営住宅 4,873.29 

公園 239.74 

その他 52,459.10 

合　計 153,906.51 

市有財産　　　　（単位：㎡）

（単位：千円）

人口 52,486人

世帯数 16,560戸

住民基本台帳登載数（平成18年９月30日）

加入者数 32,621人

世帯数 12,740戸

国民健康保険加入状況

１人当たり １世帯当たり

市民税（個人） 25,730円 81,550円

固定資産税 44,616円 141,407円

国民健康保険税 78,135円 200,066円

税の状況　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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平成18年度上半期　　鉾田市財政状況平成18年度上半期　　
一般会計歳入 （単位：千円）

項　　目 予算額 収入済額

市税 4,254,329 2,728,737 

繰越金 608,883 608,884 

諸収入 236,696 103,443 

分担金及び負担金 170,647 80,910 

使用料及び手数料 118,185 56,402 

繰入金 106,129 23,080 

財産収入 61,595 2,762 

寄附金 16,107 11,452 

地方交付税 5,903,995 3,934,190 

市債 2,557,900 0 

国庫支出金 1,472,803 441,862 

県支出金 1,105,631 93,399 

地方譲与税 752,572 288,674 

地方消費税交付金 396,000 232,809 

自動車取得税交付金 186,300 62,190 

地方特例交付金 85,882 85,882 

ゴルフ場利用税交付金 43,700 17,894 

利子割交付金 12,400 6,146 

配当割交付金 9,400 5,742 

交通安全対策特別交付金 8,176 5,194 

株式等譲渡所得割交付金 7,000 22 

合　計 18,114,330 8,789,674

市税

繰越金

諸収入

分担金及び負担金

使用料及び手数料

繰入金

財産収入

寄付金

地方交付税

市債

国庫支出金

県支出金

地方譲与税

地方消費税交付金

その他

64.1

100.0

43.7

47.4

47.7

21.7

4.5

71.1

66.6

0.0

30.0

8.4

38.4

58.8

51.9

60 80 1000 20 40
（％）

一般会計歳出 （単位：千円）

項　　目 予算額 支出済額

民生費 4,583,265 2,712,647 

衛生費 2,455,293 852,625 

総務費 2,025,298 914,085 

公債費 1,927,026 665,213 

教育費 1,775,390 740,535 

諸支出金 1,532,163 2,257 

土木費 1,495,547 219,747 

消防費 1,259,788 450,385 

農林水産業費 653,825 214,171 

議会費 291,582 137,413 

商工費 86,636 57,455 

予備費 27,088 0 

災害復旧費 1,429 0 

合　計 18,114,330 6,966,533 

民生費

衛生費

総務費

公債費

教育費

諸支出費

土木費

消防費

農林水産費

議会費

商工費

予備費

災害復旧費

0 20 40 60 80 100

59.2

34.7

45.1

34.5

41.7

0.1

14.7

35.8

32.8

47.1

66.3

0.0

0.0

（％）

（収入割合）

（支出割合）

 

自
主
財
源

 

依
存
財
源
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設　問
該当する方に○

はい いいえ

1 バスや電車でひとりで外出している

2 日用品の買い物をしている

3 預貯金の出し入れをしている

4 友人の家をたずねている

5 家族や友人の相談にのっている

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っている

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっている

8 15分くらい続けて歩いている

9 この１年間に転んだことがある

10 転倒に対する不安が大きい

11 この６か月間２～３kg以上の体重減少があった

12 体重（　）kg÷身長（　）ｍ÷身長（　）ｍの値が18.5未満である

13 半年前に比べて固い物が食べにくくなった

14 お茶や汁物でむせることがある

15 口の渇きが気になる

16 週に１度以上は外出している

17 去年と比べて外出の回数が減っている

18 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われる

19 自分で電話番号を調べて電話をかけることがある

20 今日が何月何日かわからないことがある

21 （ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

22 （ここ2週間）これまで楽しんできたことが楽しめなくなった

23 （ここ2週間）以前は楽にできたことが今ではおっくうに感じられる

24 （ここ2週間）自分は役に立つ人間だとは思わない

25 （ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
心
と
体
の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う

　「いくつになっても住み慣れた地域で元気に暮らしたい…」これは多くの方々の願いです。そのた
めには、日ごろからどんなことに気をつけたらよいのか考えていかなければなりません。

　介護予防は「元気なうちは関係ない」というものではありません。なんとなく「出かける気がしない」
「動くのがおっくうになった」と感じた時は要注意。「何か変だな」と思ったら早めに地域包括支援セン
ター、または在宅介護支援センターにご相談ください。元気なうちから意識して「介護予防」に取り
組むことが自分の望むくらしの実現につながります。

何か変だな？ と思ったらご相談を

元気で
いきい

き

　　暮
らすた

めに 今からはじめる「介護予防」今からはじめる「介護予防」

　このチェックリストは健康状態を知るための目安のひとつですが、次の方は介護予防サービスの可能性
がありますので、地域包括支援センターに相談してみてください。

①１～ 20でピンクの箇所に12以上○がついた方　　②６～ 10でピンクの箇所に○が全て入った方

③11・12の両方でピンクに○をつけた方　　　　　④13～15でピンクの箇所に○が全て入った方

鉾田市地域包括支援センター　　　　　　　　　☎３４－００１１
在宅介護支援センター「樅の木荘」　　　　　　☎３７－２１５５
在宅介護支援センター「東湖園」　　　　　　　☎３３－６７００
在宅介護支援センター「鉾田サンハウス」　　　☎３４－３０５０
在宅介護支援センター「うぇるさんて大洋」　　☎３４－５６００

お気軽に
ご相談ください
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申請
申請窓口
鉾田市福祉事務所
旭・大洋各支所の介護保険担当

要介護認定
訪問調査と主治医の意見書に基づ
き、公平な審査・判定が行われ、
要介護度が決まります。

結果の通知（認定）
審査・判定の結果通知は申請から約30
日で届きます。（主治医からの意見書の遅れ
など、諸事情により遅れる場合もあります。）

介護保険を利用するときは要介護
認定の手続きをしてください

申請は本人でもご家族の方でもできま
す。また次の機関にも申請の依頼がで
きます。
　●鉾田市地域包括センター
　●居宅介護支援事業所
　●介護保険施設

訪問調査は市の担当職員がご自宅にお
伺いし、聞き取りを行います。
　審査と判定は医療・保健・福祉の専
門家（35人）で構成された審査会で決定
されます。

要介護認定

  利用できるサービス
介護予防サービスを利用できます介護サービスを利用できます 地域支援事業を利用できます

要介護
１～５

要支援
１～２

非該当

　■保険料を納めないでいると…
　　１年以上　　　　－　サービスの利用費をいったん全額自己負担する償還払いとなります。
　　１年６か月以上　－　給付が一時差し止めとなります。
　　２年以上　　　　－　滞納の期間に応じて保険給付が減額され自己負担が３割となる場合があります。

いき
いきヘルス体操を広めましょういき
いきヘルス体操を広めましょう
－いきいきヘルス体操普及事業―

この事業は、高齢者の介護予防や、要介護状態からの改善に効果がある
「いきいきヘルス体操」の普及推進員養成を目的としています。

とき

内容

主催

１／ 17( 水 )　13：30～ 15：30 会場 旭公民館（☎37－1118）

講義　「介護予防の必要性」介護予防の必要性や地域における介護予防と、いきいきヘルス体操の効果と普及方法について
実技　「いきいきヘルス体操の実践」　　講師　茨城県立健康プラザ管理者　大田　仁史　氏　

■ 鉾田市社会福祉協議会　　☎32-5831
茨城県社会福祉協議会
鉾田市社会福祉協議会 問

要介護度により利用できるサービスや介護保険で認められる月々の利用限度額などが異なります。要介護度により利用できるサービスや介護保険で認められる月々の利用限度額などが異なります。

介護保険料の納め
忘れにご注意を

介護保険制度は、公費と皆さんが納める保険料を財源として運営されま
す。介護が必要となったときに安心してサービスが利用できるよう、保険
料の納付をお願いします。

！

サービスの利用にあたっては、本人、またご家族の方が鉾田市地域包括支援センター、鉾田市在宅介護支援センター、
居宅介護支援事業所、介護保険施設へご相談ください。

福祉事務所　介護福祉課　☎33-2111（内線1577）
旭支所　　　福祉保険課　☎37-4346
大洋支所　　福祉保険課　☎39-3314

問
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Community & Communication

HOKOTA

　11月３日、鉾田市主催によるウォーキン

グ大会が鹿島灘海浜公園をメイン会場にし

て行われました。

　当日は230人が参加。たまたま公園に来

ていた方たちの飛び入り参加もあり、たい

へんにぎやかな大会となりました。

▲ ゴール後、鉾田市食生活改善推進員連絡協議会により、まぜご飯と
とん汁がふるまわれました

▲太平洋を望むコースは、参加者にたいへん好評でした

青柳学区でもウォーキング大会青柳学区でもウォーキング大会
　10月22日、青柳学区生涯学習推進会議主催による「歩け歩け大会」が行われ、

３世代にわたる約130人が参加しました。

青柳小学校をメイン会場に、２つのコースが設定されました

途中の給水所でひとやすみ

▲ スタート前のストレッチ運動

潮風に吹かれて健康ウォーキング

12月校了.indd   1012月校了.indd   10 06.12.4   2:07:58 PM06.12.4   2:07:58 PM
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こむこむ  ほこた

参加賞
　あり

カルタをしながらふるさとを知ろう！

ふるさふるさと
　カルタ大会カルタ大会
ふるさと
　カルタ大会

1
28
日

会　　場　鉾田中央公民館　10：00から
参加資格　鉾田市民で小学生以上
申込方法　 住所・氏名・年齢（学年）・電話

番号をファクスでお送りください。
Ｆ Ａ Ｘ　33－4359　塙さん宛
　　　　　　　　　　　　　（ふるさとカルタ係）
　　　　　　お問い合わせもＦＡＸでお願いします。

しめきり　１／１４（日）
　　　　　　 ※ 申込多数の場合、参加制限をさせて

いただく場合があります。

主　　催　鉾田ふるさとカルタをつくる会

くらしの会で緑化活動

▲

作
業
を
終
え
て
鉾
田
駅
の
駅
長
さ
ん
と

▲

「
駅
利
用
者
の
心
が
少
し
で
も
な
ご
ん
で
く
れ
れ 

　
　

ば
」
と
み
な
さ
ん
（
新
鉾
田
駅
）

  （社）国土緑化推進機構が中心となって行われている
緑化推進のための活動
  「緑の募金法」により実施され、森林整備や国際緑化
協力などが目的になっています

44人が入塾　ほこた塾
　鉾田市まちづくり推進会議によ
る第７期ほこた塾が10月26日から
始まりました。
　塾は３月中旬まで月２回のペー
スで行われ、これまで「地域づくり」
「福祉」「住民の社会参加」「鉾田の史
跡」をテーマにした講座が行われました。
　ある塾生からは「仕事のあとに通うのが大変ですが、これか
らも鉾田に住み続けていく上でためになっています」と感想
をいただきました。

▲10月26日の入塾式で記念撮影

緑
の
募
金

■ 産業経済課　☎33－2111（内線1162）問

　鉾田市くらしの会で、11月13
日に市内の２つの駅構内にパン
ジーの花を植えたプランターを
設置しました。

　同会では10月14日にほっとパーク鉾田で行
われた催し会場で「緑の募金」活動を実施、募
金事業の主体である茨城県緑化推進機構から
募金の一部が緑化活動費として還付されたた
め、それを使って今回の活動となりました。

会員募集中
　くらしの会は生活の安定と向上のために学習や活
動をする団体です。会員を募集していますのでお問
い合わせください。
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　10月 16日、茨城県主催による消費生活講習
会が鉾田合同庁舎で開催されました。
　防犯設備士（日本防犯設備協会認定）の資格
を持つ日野育雄氏を講師に迎え、「暮らしの中
の防犯　住まいの防犯対策」をテーマに空き巣
対策や一般家庭での火災報知器の設置について
説明を受けました。
　下の資料は、講演資料から抜き出したもので
す。「ドアのカギが複数ついていること」「丈夫
なサッシやガラスであること」「防犯機器がつ
いていること」これらが、被害を防ぐカギとな
るようです。
　講演後のアンケートでは「これからの生活に
役立った」「家族と防犯について話し合う」と
感想がありました。

あなたの家は大丈夫？
消費生活
講演会から

講
演
会
資
料
か
ら

①空き巣が犯行をやめた理由
　近所の人に見られた…………………63％

　ドアなどに補助錠がついていた……34%

　防犯機器がついていた………………31%

　犬がいた………………………………31％

　防犯カメラがついていた……………23％

②侵入をあきらめるまでの時間
　２分………………………17％

　２～5 分…………………51％

　５～10分…………………23％

　10分以上………………… 9％
!
空き巣

▲

 
実
際
に
音
を
鳴
ら
し
て
火
災
報
知
器
の

説
明

▲
 

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
か
ら
訪

問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
や
架
空
請
求
に
関
す

る
説
明
も
あ
り
ま
し
た

茨城県警犯罪マップ 茨城県警では県内市町村の犯罪発生状況をホーム
ページで公表しています。htttp://www.pref.ibaraki.jp/kenkei/

（複数回答）
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１／14（日）

新春講演会
１／20（土）・21（日）

キャリアサポートセミナー

つい一杯 鈍る判断 待つ地獄

巴地区で高齢者交通安全教室
　年末にむけて、人やモノの動きが活発になり、交通事故が心配さ
れますが、巴地区高齢者交通安全教室連合会では、県警本部の交通
巡視員を講師に招いた交通安全教室を開催しました。
　県内では、10月末までに74人の高齢者の方が交通事故で亡くなっ
ており、これは交通事故死亡者（190人）の４割近くに達します。
　これから冬本番に向けて、日も大変短くなります。夕暮れ時は、
事故多発の時間帯。高齢者の皆さんも、明るい服装や反射材を着用
して、交通事故防止への対策をおねがいします。

広報ほこた2006.12

13

く
ら
し
の
情
報

会　　場　レイクエコー　13：30開演
テ ー マ　「仕事と生きがい」
　　　　　　～男・女ともに輝くために～
　　　　　講師　東海林のり子　氏
参 加 費　無料
参加申込　 往復はがき・FAX・電子メールで次の事項を

通知願います。
　　　　　①住所②氏名③参加人数④電話、FAX番号
申込締切　12／ 22（金）　申込多数の場合抽選

問・申込　　行方市宇崎1389　鹿行生涯学習センター
　　　　　　☎0299－73－2300（9:00～21:00 月曜除く）
　　　　　　FAX 0299－73－3925
　　　　　　http://www.ibaraki.jtua.or.jp

　今月号２ページに掲載されている「鉾田市男
女共同参画基本計画」の策定にあたり、市民の
皆さんに意識調査をお願いすることになりま
した。
　今後の市の施策において大切な計画ですので、
調査票がお手元に届いた方はご協力をお願いい
たします。

男女共同参画社会をめざしてー ⑪

市民意識調査にご協力を

会　　場　レイクエコー

内　　容　１日目10：30～
　　　　　　基調講話　ほか

　　　　　２日目10：30～
　　　　　　演　習
　　　　　　講演会　「心の時代とは」
　　　　　　　　　　～ともに生きる社会をめざして～
　　　　　　　　　　講師　帝塚山学院大学
　　　　　　　　　　　　　教授　香山リカ 氏
申込締切　1／ 12（金）
問・申込　鹿行生涯学習センター
　　　　　☎0299－73－2300

●期　間　　12／１～ 31
●最重点　・飲酒運転の追放
●重　点　・高齢者の交通事故防止
　　　　　・薄暮時及び夜間の交通事故防止
　　　　　・ 後部座席を含むシートベルトとチャイルド　　　

シートの正しい着用の徹底

主唱　茨城県交通対策協議会

対　　象　　 鉾田市在住で満20歳以上の方　
2,000人

調査内容　　家庭生活・地域活動に関すること
　　　　　　就業に関すること
　　　　　　少子化、子育てに関すること
　　　　　　介護に関すること
　　　　　　市に期待する施策　　ほか

調査票は 12月中に郵送する予定です。

 

運
動
の
重
点

年齢とともに衰える反射神経を若々しく保つことも、事
故防止に役立つということで、反射神経を向上させる体
操も紹介されました

秘書広聴課　☎33－2111（内線1212）問

年末の交通事故防止県民運動

12月校了.indd   1312月校了.indd   13 06.12.4   2:08:10 PM06.12.4   2:08:10 PM



と　き 会場（時間） 相談内容など 問い合わせ

人権相談 12／ 14（木）
鉾田中央公民館（10:00
～ 15：00）

離婚　扶養　相続　借地借家
いじめ　体罰　差別　ほか

水戸地方法務局鹿嶋支局
☎0299－83－6000

税務相談
12／ 20（水）
  1 ／ 17（水）

鹿嶋市
まちづくり市民センター
（13:30 ～ 16：30）

相続税　贈与税　所得税　
法人設立ほか

関東信越税理士会
潮来支部
☎0299－66－6768

行政相談 12／ 20（水）
鉾田市役所　３階
（13：00～ 15：00）

行政一般
市役所秘書広聴課
☎33－2111（内線1211）

交通事故相談 月・水・金
鹿行地方交通事故相談所
（9：00～ 16：00）

交通事故に関すること全般
金曜日は弁護士相談（要予約）

鉾田合同庁舎
☎33－4111（内線214）

長期療養児
ピア相談

随　時
鉾田保健所・茨城県子ども家
庭課へお問い合わせください

小児慢性疾患のお子さんを育
てている方の悩みごとなど

茨城県子ども家庭課
☎029-301-3257

■
無
料
相
談
の
ご
案
内

広報ほこた2006.12

14

お
知
ら
せ

い
ば
ら
き
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

■ (

財)

い
ば
ら
き
文
化
振
興
財
団

　

☎
０
２
９
・
３
０
５
・
０
１
６
１

　

自
主
的
で
個
性
的
な
文
化
活
動
な
ど
の
事

業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
（
団
体
ま
た
は
個
人
）　

　

① 

県
内
に
活
動
の
本
拠
が
あ
り
、
県
内
に

住
所
が
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア

　

② 

一
定
の
文
化
活
動
の
実
績
が
あ
り
、
事

業
を
完
遂
で
き
る
こ
と

対
象
事
業　
（
Ｈ
19
年
度
内
）

　

・
活
動
成
果
発
表
事
業　

　

・
各
種
大
会
参
加
事
業　

　

・
文
化
活
動
団
体
備
品
整
備
事
業　

助
成
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
は
50
万
円
）

申
請
締
切　

１
／
31
（
水
）

自
動
車
税
の
納
税
は
口
座
振
替
で
！

■ 
行
方
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
９
９
・
７
２
・
０
７
７
２

　

自
動
車
税
の
納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
納

税
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
県
税
事
務
所
、

ま
た
は
お
取
引
の
あ
る
県
内
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
は
除
く
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

２
月
末
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
年
度
分

か
ら
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

■ 

茨
城
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
６
・
７
０
・
５
７
３
３

　

障
害
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
や
操
作
が

困
難
な
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

日
程
な
ど

　

Ａ
コ
ー
ス
（
定
員
20
名
）

　
　

２
／
３
・
10
・
17

　
　

茨
城
福
祉
工
場
（
笠
間
市
鯉
淵
）

　

Ｂ
コ
ー
ス
（
定
員
10
名
）

　
　

２
月
の
平
日
に
開
催
予
定

　
　

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
（
水
戸
市
三
の
丸
）

（
両
会
場
と
も
10
時
〜
16
時
30
分
）

薬
物
乱
用
防
止
市
民
対
話
集
会

■ 

鉾
田
保
健
所

☎
３
３
・
２
１
５
８

と
き　

１
／
13
（
土
）
13
時
30
分

会
場　

レ
イ
ク
エ
コ
ー

内
容

　

基
調
講
演　
（
友
部
病
院　

中
村
惠　

氏
）

　

演
劇　
　
　
（
麻
生
高
校
演
劇
部
）

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

女
子
高
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

■ 

茨
城
県
女
性
青
少
年
課

　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
７
８

　

女
子
高
校
生
と
、
そ
の
保
護
者
の
方
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
で
各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
、「
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
、
仕
事
や
生
き

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
水
戸
会
場
）

　

12
／
25
（
月
）
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
お
話
い
た
だ
く
方
）

club S
O
N
IC
 m
ito
  店

長　

倉
川
孔
美
子　

氏

（
独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所

　

主
任
研
究
員　

安
川　

香
澄　

氏

（
つ
く
ば
会
場
）

　

12
／
27
（
水
）
つ
く
ば
国
際
会
議
場

（
お
話
い
た
だ
く
方
）

移
動
美
容
室
「
楓
」　代

表　

山
本　

恵
子　

氏

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド　

イ
ル
カ
ト
レ
ー
ナ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
由
紀
子　

氏

（
両
会
場
共
通
）

時
間　

13
時
30
分
〜
16
時
00
分

定
員　

１
０
０
人　
（
要
予
約
）

入
場
無
料

問問

問問

問
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講座・講習会案内 受付期間 講習期間ほか 問い合わせ

在職者訓練講座 1/12（金）まで

●ホームページ作成　1／ 16（火）～2／ 2（金）
　　　　　　　　　（毎週火・金18：00～ 21：00）
●アーク溶接　　　1／ 24（水）～26（金）
　　　　　　　　　　　　　　（9：00～ 17：00）
共通事項　先着10人　費用　2,900円（テキスト代含む）

鹿島産業技術専門学院
☎0299-69-1171

小規模ボイラー
取扱講習会

1/10（水）～
　12（金）

１／27（土）・28（日）　9：00～ 17：00
会場　茨城県JA会館（水戸市梅香）
費用　11,800円（テキスト代含む）

(社)日本ボイラ協会
茨城支部
☎029-225-6185

ホームヘルパー
養成講座（２級課程）

3/10（土）まで

4月～ 11月（毎週水曜　18：00～ 21：00）
定員40人　費用　30,000円予定（テキスト代別） 特別養護老人ホーム

樅の木荘
☎37-2155福祉用具専門相談

員指定講習会
4月～ 5月（毎週火・金曜　18：00～ 21：00）　　
費用　15,000円予定（別テキスト代別）

施設名 12/25 
月

26 
火

27 
水

28 
木

29 
金

30 
土

31 
日

１/１
月

2 
火

3 
水

4 
木

市役所　総合支所
水道事務所　保健センター ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○

公民館（鉾田・旭・大洋） × ○ ○ ○ × × × × × × ○

図書館 × ○ ○ × × × × × × × ○

総合公園　くぬぎの森
旭スポーツセンター × ○ ○ ○ × × × × × × ○

ともえ荘 × ○ ○ ○ × × × × × × ×

とっぷ・さんて大洋 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ほっとパーク鉾田 ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○

施設名 12/25 
月

26 
火

27 
水

28 
木

29 
金

30 
土

31 
日

１/１
月

2 
火

3 
水

4 
木

（旭地区）
大洗、鉾田、水戸
クリーンセンター
■☎ 029-267-2898

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

× × × ×

（鉾田・大洋地区）
鉾田クリーンセンター
■☎ 32-4187

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

× × × ×

広報ほこた2006.12
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お
知
ら
せ

年末年始の業務カレンダー

○通常業務 ×閉庁・閉館・休業 業務時間の変更など

収集業務

収集業務

自己搬入

自己搬入

8:30～ 16:00

10:00
～

17:00

6:00

～

12:00

8:00

～

12:00

ごみ収集カレンダー

○通常業務 ×閉庁・閉館・休業 業務時間の変更など

8:00

～

16:00

8:30

～

16:30
問

問

8:30 ～ 16:30

8:00 ～ 16:00

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ（
問
３
３
・
２
１
１
１　

内
線
１
１
３
２
）

今
年
度
の
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
金
の
受
付
は
予
定
額
に
達
し
た
た
め
終
了
し
ま
し
た
。
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広報ほこた2006.12

広報 ほこた 2006.12

鉾田市の人口

総数
男
女
世帯数

52,466 人
26,307 人
26,159 人
16,570 戸

（平成18年 11月１日現在）

（H18.12.7 発行）

編集 鉾田市秘書広聴課
〒 311-1592　茨城県鉾田市鉾田 1444－ 1　 ☎ 0291－ 33－ 2111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0291－ 32－ 4443
ホームページ　　http：//www.city.hokota.lg.jp/

古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています

市民の安全を守るために
　この10月、鉾田市で女性消防団員が誕生しま
した。
　鉾田市ではもちろん、鹿行地区でも初めてとい
うことです。団員となったのは、勝村幸代さん
（速消車隊）、鬼沢久美子さん（鉾田第２分団）、
石上百合さん（鉾田第２分団）の３人。
　11月12日は入団後初めての行事となる、秋季
火災予防運動行事に参加したのち、鉾田消防署で
普通救急救命講習や規律訓練を受けるなど、忙し
い１日となりました。
 「訓練を受けているうちに団員としての自覚がで
てきました」と皆さん。「救急救命はいつでも使
える技術なので、忘れないようにしたい」と話さ
れていました。

　消防庁の資料によると、女性消防団員は平成17年現在、

全国で約14,000人おり、団員総数が減少傾向にあるなか

で、女性団員は平成元年に比べ、約９倍の伸びとなってい

ます。

この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。
Trademark of American Soybean Association

12月の納税

固定資産税（３期）　国民健康保険税（５期）　介護保険料（５期）

（納期限 12月25日）
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